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【ヒトの注意、メタ認知、社会認知を支える神経機構】

図1．�外 傷 性 脳 損 傷 患 者 の 損 傷 領 域 の 重 ね 合 わ せ（A）。Lesion-Symptom 
mapping でメタ認知の不正確さと関連があると示唆される損傷領域（B）

（Yoshida et al., 2023, J Cogn. Neurosci）

　脳に損傷を負うと、様々な認知機能の低下をきたす。例えば、
注意散漫になったり、自分の行動のモニタリングがうまくでき
ず、自身の能力を過大評価したりする。また、相手の意図や
意向を理解する能力を含む社会認知障害は脳損傷患者のみなら
ず、精神・発達障害患者でも頻発する問題である。これらの機

能低下は社会的予後に影響するため、正確な評価や効果的なリ
ハビリテーションの開発が望まれている。
　私たちは、注意機能、メタ認知機能、社会認知機能に着目し、
これらを支える神経機構を明らかにし、臨床的に有用な評価、
訓練の開発を目指している。研究手法として、ヒトの認知や心
理状態を測定する行動学的手法、脳波（EEG）や機能的磁気共
鳴画像（fMRI）といった脳機能画像法、脳損傷者を対象に病巣
と機能障害の対応関係を探る神経心理学的手法を相補的に用い
ている。
　例えば、外傷性脳損傷患者のメタ認知（自身の行動を客観的
にモニタリングし調整する能力）の機能低下に関して報告した。
特に外傷性脳損傷患者は自身の行動に対して、自信過剰となる
傾向にあり、メタ認知が不正確であることを明らかにした。さ
らにこれらの機能低下には左前頭部の損傷領域が関与する可能
性を報告した（図 1）。現在は、メタ認知能力が注意機能の適応
的な制御に関わるか、脳波や行動課題を使用して検討している。
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